
令和５年度御船町監査計画 

 

令和５年４月２４日  

御船町監査委員協議決定  

 

御船町監査基準第７条に基づき、令和５年度監査計画を次のとおり定める。 

 

１ 基本方針 

 令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大、ロシアによるウクライナ侵攻の長

期化、原油高・物価高騰、激甚化する自然災害、デジタル化による社会変革など、私達

を取り巻く社会環境は様々な課題に直面している。 

コストコホールセールも２年を経過し順調な賑わいを見せている。更には複合型宿泊

施設ミフネテラスなど数社の企業進出も実現し、まちづくりの指針である「第 6期御船

町総合計画」にＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を掲げて賑わいの創出につながる将来

を見据えたまちづくりを推進しており、多様化する住民サービスに対応するための財源

となる町民税、法人税、固定資産税等の税収、更には着実に成果を上げているふるさと

納税寄付金、住宅使用料、水道料など自主財源の一層の確保を図るとともに、適切な課

税、徴収に努めて頂き、更なる財政の健全化に尽力頂きたい。 

監査の実施にあたっては、地方自治法第２条第14項及び第15項並びに、御船町監査基

準第１条に規定されるとおり、事務の管理及び執行等について、法令に適合し、正確で、

経済的、効率的かつ効果的な実施を確保しているかという点に鑑み行なっていく。町の

財政状況を十分に把握し、積極的に評価や検証を行う監査に努め、必要に応じて是正及

び改善等の指導を行うことを基本方針とする。 

 なお、監査の実施にあたっては、御船町監査基準によるものとする。 

 

２ 年間計画 

 令和５年度に実施する監査等の種類及び対象は次のとおりとする。 

 

監査等区分 監査対象 実施期間 

例月現金出納検査 
現金出納及び預金残高、 

収支証拠書類等 

原則毎月15日～ 

20日の間 

決算審査 

基金運用状況審査 

一般・特別会計決算、財産、基金 

公営企業会計（水道）決算 

７月下旬～ 

８月下旬 

健全化判断比率・ 

資金不足比率審査 
健全化判断比率、資金不足比率 ８月下旬 

定期監査及び行政監査 財務事務、事務分担、年次休暇取得状況等 10月～11月 

財政援助団体等監査 財政援助にかかる出納とその他事務 指定なし 

その他の監査 必要に応じて実施 必要に応じて 

 


